





221v 聖ヒエロニムス Hl. Hieronymus
222v 聖大アントニウス Hl. Antonius der Große
223v トゥールの聖マルティヌス Hl. Martin von Tours
224v 聖フベルトゥス Hl. Hubertus
225v アッシジの聖フランシスコ Hl. Franziskus von Assisi
27
226v 聖母子と聖アンナ Hl. Anna selbdritt
227v 聖女マグダレナ Hl. Maria Magdalena
228v 聖女カタリナ Hl. Katharina
229v 聖女バルバラ Hl. Barbara
230v アッシジの聖女クララ Hl. Clara von Assisi
231v 聖女マルガレーテ Hl. Margarethe
232v 聖女エリザベツ Hl. Elisabeth
233v 聖女ヘレナ Hl. Helena
28
234v 聖女スザンナ Hl. Susanna
235v 聖女アポロニア Hl. Apollonia
236v 聖人の行列 Prozession von Heiligen
238v サラゴッサの聖ウィンケンティウス Hl. Vincentius von Saragossa
29
240v パドヴァの聖アントニウス Hl. Antonius von Padua
242v ヌルシアの聖ベネディクト Hl. Benedikt von Nursia
欠落？
245v クレルヴォーの聖ベルナルドゥス Hl. Bernhard von Clairvaux mit Maria und dem 
Kind
30 247 司教の装いをした聖アタナシウス Hl. Athanasius in Bischofsornat
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はじめに
本稿では17世紀イタリアの女性画家、アルテミジア・ジェンティレスキ（Artemisia Gentileschi / 1593–




















































































　カッシア ノーの周辺では、ジェンティレスキの他にも、アンナ・マリア・ヴァイアーニ（Anna Maria Vaiani / 































ジアは1620年代に、《旗手の肖像》（ボローニャ、アクルーシオ宮 / g. 2）や《紳士の肖像（アントワーヌ・
ド・ヴィルの肖像）》（ニューヨーク、ニュ ・ーブライアント・コレクション / g. 3）を描いたことが知られている。
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fig. 7 ヤン・ファン・デン・ホーク《カッシア ノー・ダル・
ポッツォの肖像》1642年、カンヴァスに油彩、
53 ×42 cm、フィレンツェ、個人蔵















fig. 11  フランチェスコ・フリー ニ《詩と絵画》1626年、
カンヴァスに油彩、180×143cm、フィレンツェ、
ピッティ宮パラティー ナ美術館
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